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IEC: 規格解説: CISPR 32 Ed. 2 修正 1 (2019-10) マルチメディア機器–エミ

ッション要件(2/2) 
 CISPR 32 Ed. 2.0 修正 1 (2019-10) マルチメディア機器の電磁両立性 – エミッション要件

 が、2019-10 付で発行された。この修正 1 の主な内容を紹介する。 

 「測定計装の不確かさは、適合遵守の決定の考慮に入れない」という既存の規定が大幅に書

き換えられた。「試験ラボの不確かさが CISPR 16-4-2：2011 / AMD2：2018, 表 1 の Ucispr の

値よりも大きい場合は、両不確かさ間の差により必要な試験結果の調整を行い、それが規定

限度値を超えてはならないこと」と、規定された。 

 「C.2.2.2 放射エミッション測定用のアンテナ」での変更 

従来、CISPR 32 は、アンテナ校正要件について ANSI C63.5 を参照していた。本版では、

「アンテナ校正は、CISPR 16-1-6：2014 / AMD1：2017 の手順を使用し、CISPR 16-1-5：2014 

/ AMD1：2016 で定義されている施設を使用すること」と、変更された。  等々 

 

USA: FCC: Part 15: どのタイプの非意図的放射機器が FCC 機器認可を免除

されるか(1/3) 
ノレッジデータベース Knowledge Database (KDB)より 

 本ガイダンスの対象範囲は、機器認可手続き(SDoC、または証明)のいずれかに基づく適合性

の実証を免除されているが、FCC 規則パート 15 の一般的な運用条件の下で規制されている

特定のタイプの高周波(RF)機器、である。言い換えれば、免除された機器が他の無線サービ

スに干渉を引き起こした場合、その機器の運用者は、FCC からの通知を受けてその機器の運

用を中止し、干渉を是正しなければならない。 

 

USA、日本: 国際エネルギースタープログラム: 改正制度要綱及び改正制度運

用細則が公布 
 国際エネルギースタープログラム: 改正制度要綱及び改正制度運用細則が 2020 年 3 月 25 日

に公布され、2020 年 6 月 1 日より施行 

 

EU, UK: Brexit の移行: 工業製品に関連した EU 規則に関する利害関係者の

ガイダンス(1/4) 
 2020 年 2 月 1 日、英国は EU を離脱した。「離脱協定」は、2020 年 12 月 31 日に終了する移

行期間を規定している。2021 年 1 月 1 日の時点から、進行中の Brexit 交渉の結果に関係な

く、広範囲に及ぶ影響が出てくるだろう。利害関係者は、準備ができていることを確認する

必要がある。これを支援するために、欧州委員会は英国との 50 条交渉中に発表した 100 を

超えるセクター固有の利害関係者の「準備通知 preparedness notices」を見直し、必要に応じ

て更新している。 

 

EU: RED: クラス 1 機器(制限なしで運用可能な無線機器) 2020 年 1 月版リス

ト発表 
 このリストで示される「クラス 1」機器は、それが全 EU で制限なしで運用できるものであ

るので、委員会実施規制 2017/1354 に指定されているピクトグラムにより、RED 第 10 条 

(10)による制限付きの機器であることを表示する必要がない。 

 

EU: RED: 整合規格サマリーリスト最新版(2020/03/31)を公表 
   機械指令の新しい整合規格発表 

EU: 医療機器規制（MDR）の適用日を 1 年間延期: コロナウイルス対応 
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社長の独り言 
 

2020 年 4 月 17 日 
濱口慶一 
 

コロナウイルスの感染拡大防止のため、日本もとうとう、全ての都道府県に対して緊急事態宣言が

出されました。読者の皆様とご家族の方々、弊社の社員とその家族にコロナウイルスに負ける人が出

ないように祈念します。 
製品認証・評価業務を行う機関の経営者として、国民が必要とする製品の安全評価や認証は、この

国難の中にあっても止めることができない業務と理解しています。どのような状況になっても業務を

続けるために、監督省庁の指示に従って職員の安全を確保し、外部からのウイルス感染を食い止め、

感染拡大を阻止していきたいと思います。そのため、弊社での立会試験、技術打ち合わせなどでご訪

問いただいた際には、可能な限りマスクの着用と玄関での手の消毒にご協力をお願いしています。マ

スクに関しては市場で入手し難くなっていますが、弊社にて用意しますので訪問時には遠慮なく総務

課に申し出て下さい。 
 
三重県知事からは他県への不要不急の移動をできる限り控えるようにとの指示が既に出されてい

ますが、お客様の製品開発の予定に遅れがでると大きな損失が生じる可能性もありますので、松阪市

から社用車での訪問とさせていただいております。訪問する社員には、経路途中のサービスエリアな

どでの食事の禁止（手弁当で社用車内での食事）、休憩時には人込みを避けるように行動するように指

示して業務にあたらせています。車での移動の場合、交通事情で遅れも生じる可能性がございますの

で、予めご理解ください。また、通常 1 名で遂行できる業務でも、運転の交代要員などの問題もあり、

通常よりも訪問者が多くなることもご理解くださいますよう、宜しくお願いします。 
今回のコロナウイルス問題に関して、私個人はあちらこちらに移動してお客様を訪問しながら業務

を遂行している中で、自分が感染したのではと感じた時点で外部や家族への濃厚接触を避け、感染防

止するのは当然だと思っています。万が一勤務中に病気に感染し、残念ながらその病気に負けて一命

を失うことになっても、自分なりに有意義な人生だったと満足して逝けると考えています。これを組

織のトップとして部下などに口にすることはパワハラになるのでしょうか？同じ理解を強いて行動さ

せることはパワハラだろうとは理解していますが、ボヤキ程度ならパワハラではないと考えるのは間

違いだろうかと自問することが多くなりました。 
 
趣味の日本蜜蜂の養蜂について先月も少し触れましたが、定年で退職された方々で私と同じ日本蜜

蜂養蜂家が多くなったように感じます。インターネット上で養蜂家のグループがたくさんできており、

色々な蜜蜂の情報が飛び交っています。私と同じような問題が生じた方々が、あの手この手で対策を

講じて解決しているのがわかります。桜の花の時期も終わり、日本蜜蜂は蜜をたくさん集めて新しい

家族造り（分蜂）の時期に入っているのですが、私はコロナウイルス問題で周辺への外出を控えなけ

ればならないので、日本蜜蜂にとっては分蜂で一時的に集まったところをタモで取り込まれる危険性

が少なくなり、喜んでいるのではないでしょうか。自分達で新居を探して移動して行くという本来の

行動になりますので、自然にしておくのが一番良いのかもしれません。 
自宅近くにあり、毎朝緑を楽しんでいた山の 80％位が削り取られ、国内最高クラスのメガソーラ

ーシステムの建設が本格的に始まるようです。日本蜜蜂や鹿、日本猿、野鳥などの居場所が縮小され、

山から追いやられているらしく、最近は自宅の裏庭などにも出没するようになりました。自宅の周囲

をフェンスで囲んでいるため、帰宅した時に彼らがびっくりして中の方に逃げ、車への追撃行動をす

ることもあって大変です。以前は大きくなったら猪鍋にするぞと可愛い瓜坊（イノシシの子供）を追

いかけまわすこともあったのですが、地元の方に厳重に注意されました。瓜坊の近くに必ず大きな親

が居るので激怒して襲って来ることがあり、襲ってこなかったとしてもマダニがこぼれ、噛まれると

命を落とすこともあるので細心の注意が必要とのことです。数か月前に自宅裏で 90kg の大きな猪が

罠にかかり、ハンターが処理したのですが、限界集落になりつつある自宅周辺です。その猪は裏の雑

木からユンボで吊るされ、車の荷台に乗せられ処理場に運ばれました。立ち会った人たちに”90kg は

私の体重とほぼ同じなので、私が倒れたらユンボで吊るして運んでもらいます！”と答える一方で、

ダイエットの決意をしました。 
皆さん、どうかご無事でお過ごしください。 
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本誌の記事が正確であるよう最大の努力を払っておりますが、間違いが含まれていることがあるかもし
れません。本情報をご使用になられる場合はご自身でもう一度ご確認ください。 
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